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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年2月26日(2009.2.26)

【公開番号】特開2007-228155(P2007-228155A)
【公開日】平成19年9月6日(2007.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-034
【出願番号】特願2006-45454(P2006-45454)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/07     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/64     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/73     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   9/07    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   9/64    　　　Ｒ
   Ｈ０４Ｎ   9/73    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ 101:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子と、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するため
の第１の色変換パラメータを記憶する色変換パラメータ記憶手段と、
　上記第１の色変換パラメータから、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて
得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出する色変換パラメー
タ算出手段と、
　上記第２の色変換パラメータを算出するために用いられる算出パラメータを予め記憶し
ておく算出パラメータ記憶手段と、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて色変換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて色変換する色変換手段と、
　を具備することを特徴とする電子撮像装置。
【請求項２】
　上記第１の駆動モードは、静止画撮影用の駆動モードであることを特徴とする請求項１
に記載の電子撮像装置。
【請求項３】
　上記第２の駆動モードは、ライブビュー表示用の駆動モードを含むことを特徴とする請
求項１に記載の電子撮像装置。
【請求項４】
　上記色変換パラメータ算出手段は線形変換によって上記第２の色変換パラメータを算出
すると共に、上記色変換手段は線形変換によって上記色データを色変換することを特徴と



(2) JP 2007-228155 A5 2009.2.26

する請求項１に記載の電子撮像装置。
【請求項５】
　少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子と、
　上記カラー撮像素子に被写体像を集光する光学レンズと、
　上記カラー撮像素子の上記第１の駆動モードに対応する分光感度特性を記憶する分光感
度特性記憶手段と、
　上記分光感度特性に基づき、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られ
た色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出する第１の色変換パラメー
タ算出手段と、
　上記第１の色変換パラメータから、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて
得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出する第２の色変換パ
ラメータ算出手段と、
　上記第２の色変換パラメータを算出するために用いられる算出パラメータを予め記憶し
ておく算出パラメータ記憶手段と、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて色変換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて色変換する色変換手段と、
　を具備することを特徴とする電子撮像装置。
【請求項６】
　上記第１の駆動モードは、静止画撮影用の駆動モードであることを特徴とする請求項５
に記載の電子撮像装置。
【請求項７】
　上記第２の駆動モードは、ライブビュー表示用の駆動モードを含むことを特徴とする請
求項５に記載の電子撮像装置。
【請求項８】
　上記第２の色変換パラメータ算出手段は線形変換によって上記第２の色変換パラメータ
を算出すると共に、上記色変換手段は線形変換によって上記色データを色変換することを
特徴とする請求項５に記載の電子撮像装置。
【請求項９】
　上記光学レンズは、上記電子撮像装置に着脱自在に構成されると共に、上記光学レンズ
を構成する光学系の分光透過率を記憶する分光透過率記憶手段を含み、
　上記第１の色変換パラメータ算出手段は、上記分光透過率と、上記分光感度特性とから
、上記第１の色変換パラメータを算出することを特徴とする請求項５に記載の電子撮像装
置。
【請求項１０】
　少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子と、
　上記カラー撮像素子に被写体像を集光する光学レンズと、
　上記カラー撮像素子の上記第１の駆動モードに対応する第１の分光感度特性を記憶する
分光感度特性記憶手段と、
　上記第１の分光感度特性に基づき、上記カラー撮像素子の上記第２の駆動モードに対応
する第２の分光感度特性を算出する分光感度特性算出手段と、
　上記第２の分光感度特性を算出するために用いられる算出パラメータを予め記憶してお
く分光感度特性算出パラメータ記憶手段と、
　上記第１の分光感度特性に基づき上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出すると共に、上記第２
の分光感度特性に基づき上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色デ
ータを色変換するための第２の色変換パラメータを算出する色変換パラメータ算出手段と
、
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　上記第１及び上記第２の色変換パラメータを算出するために用いられる算出パラメータ
を予め記憶しておく色変換算出パラメータ記憶手段と、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて色変換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて色変換する色変換手段と、
　を具備することを特徴とする電子撮像装置。
【請求項１１】
　上記第１の駆動モードは、静止画撮影用の駆動モードであることを特徴とする請求項１
０に記載の電子撮像装置。
【請求項１２】
　上記第２の駆動モードは、ライブビュー表示用の駆動モードを含むことを特徴とする請
求項１０に記載の電子撮像装置。
【請求項１３】
　上記分光感度特性算出手段は線形変換によって上記第２の分光感度特性を算出すると共
に、上記分光感度特性算出パラメータ記憶手段に記憶されている算出パラメータは線形変
換係数であることを特徴とする請求項１０に記載の電子撮像装置。
【請求項１４】
　上記光学レンズは、上記電子撮像装置に着脱自在に構成されると共に、上記光学レンズ
を構成する光学系の分光透過率を記憶する分光透過率記憶手段を含み、
　上記分光感度特性算出手段は、上記分光透過率と、上記第１の分光感度特性と、上記分
光感度特性算出パラメータ記憶手段に記憶されている算出パラメータとから、上記第２の
分光感度特性を算出することを特徴とする請求項１０に記載の電子撮像装置。
【請求項１５】
　少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子による電子撮像方法において、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するため
の第１の色変換パラメータを記憶しておき、
　上記第１の色変換パラメータに対して線形変換を行って、上記第２の駆動モード時に上
記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算
出し、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて線形変換することにより色変換し、上記第２の駆動モード時に上
記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて線形変
換することにより色変換する、
　ことを特徴とする電子撮像方法。
【請求項１６】
　少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子による電子撮像方法において、
　上記カラー撮像素子の上記第１の駆動モードに対応する分光感度特性を記憶しておき、
　上記分光感度特性に基づき、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られ
た色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出し、
　上記第１の色変換パラメータに対して線形変換を行うことで、上記第２の駆動モード時
に上記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータ
を算出し、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて線形変換することにより色変換し、上記第２の駆動モード時に上
記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて線形変
換することにより色変換する、
　ことを特徴とする電子撮像方法。
【請求項１７】
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　少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子による電子撮像方法において、
　上記カラー撮像素子の上記第１の駆動モードに対応する第１の分光感度特性を記憶して
おき、
　上記第１の分光感度特性に対して線形変換を行うことで、上記カラー撮像素子の上記第
２の駆動モードに対応する第２の分光感度特性を算出し、
　上記第１の分光感度特性に基づき上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出し、
　上記第２の分光感度特性に基づき上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出し、
　上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて色変換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得
られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて色変換する、
　ことを特徴とする電子撮像方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様による電子撮像装置は、少なくとも
第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカラー撮像素子
と、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するた
めの第１の色変換パラメータを記憶する色変換パラメータ記憶手段と、上記第１の色変換
パラメータから、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを
色変換するための第２の色変換パラメータを算出する色変換パラメータ算出手段と、上記
第２の色変換パラメータを算出するために用いられる算出パラメータを予め記憶しておく
算出パラメータ記憶手段と、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた
色データを上記第１の色変換パラメータに基づいて色変換し、上記第２の駆動モード時に
上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて色変
換する色変換手段とを具備することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、上記の目的の目的を達成するために、本発明の第２の態様による電子撮像装置は
、少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子と、上記カラー撮像素子に被写体像を集光する光学レンズと、上記カラー撮
像素子の上記第１の駆動モードに対応する分光感度特性を記憶する分光感度特性記憶手段
と、上記分光感度特性に基づき、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得ら
れた色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出する第１の色変換パラメ
ータ算出手段と、上記第１の色変換パラメータから、上記第２の駆動モード時に上記カラ
ー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出する
第２の色変換パラメータ算出手段と、上記第２の色変換パラメータを算出するために用い
られる算出パラメータを予め記憶しておく算出パラメータ記憶手段と、上記第１の駆動モ
ード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変換パラメータに基づ
いて色変換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上
記第２の色変換パラメータに基づいて色変換する色変換手段とを具備することを特徴とす
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る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、上記の目的の目的を達成するために、本発明の第３の態様による電子撮像装置は
、少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子と、上記カラー撮像素子に被写体像を集光する光学レンズと、上記カラー撮
像素子の上記第１の駆動モードに対応する第１の分光感度特性を記憶する分光感度特性記
憶手段と、上記第１の分光感度特性に基づき、上記カラー撮像素子の上記第２の駆動モー
ドに対応する第２の分光感度特性を算出する分光感度特性算出手段と、上記第２の分光感
度特性を算出するために用いられる算出パラメータを予め記憶しておく分光感度特性算出
パラメータ記憶手段と、上記第１の分光感度特性に基づき上記第１の駆動モード時に上記
カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出
すると共に、上記第２の分光感度特性に基づき上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像
素子にて得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出する色変換
パラメータ算出手段と、上記第１及び上記第２の色変換パラメータを算出するために用い
られる算出パラメータを予め記憶しておく色変換算出パラメータ記憶手段と、上記第１の
駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変換パラメータ
に基づいて色変換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色デー
タを上記第２の色変換パラメータに基づいて色変換する色変換手段とを具備することを特
徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、上記の目的の目的を達成するために、本発明の第４の態様による電子撮像方法は
、少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子による電子撮像方法において、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素
子にて得られた色データを色変換するための第１の色変換パラメータを記憶しておき、上
記第１の色変換パラメータに対して線形変換を行って、上記第２の駆動モード時に上記カ
ラー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出し
、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変
換パラメータに基づいて線形変換することにより色変換し、上記第２の駆動モード時に上
記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第２の色変換パラメータに基づいて線形変
換することにより色変換することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、上記の目的の目的を達成するために、本発明の第５の態様による電子撮像方法は
、少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカ
ラー撮像素子による電子撮像方法において、上記カラー撮像素子の上記第１の駆動モード
に対応する分光感度特性を記憶しておき、上記分光感度特性に基づき、上記第１の駆動モ
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ード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第１の色変換パラ
メータを算出し、上記第１の色変換パラメータに対して線形変換を行うことで、上記第２
の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを色変換するための第２の色
変換パラメータを算出し、上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色
データを上記第１の色変換パラメータに基づいて線形変換することにより色変換し、上記
第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第２の色変換パラ
メータに基づいて線形変換することにより色変換することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
また、上記の目的の目的を達成するために、本発明の第６の態様による電子撮像方法は、
少なくとも第１の駆動モードと第２の駆動モードからなる複数の駆動モードを有するカラ
ー撮像素子による電子撮像方法において、上記カラー撮像素子の上記第１の駆動モードに
対応する第１の分光感度特性を記憶しておき、上記第１の分光感度特性に対して線形変換
を行うことで、上記カラー撮像素子の上記第２の駆動モードに対応する第２の分光感度特
性を算出し、上記第１の分光感度特性に基づき上記第１の駆動モード時に上記カラー撮像
素子にて得られた色データを色変換するための第１の色変換パラメータを算出し、上記第
２の分光感度特性に基づき上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色
データを色変換するための第２の色変換パラメータを算出し、上記第１の駆動モード時に
上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第１の色変換パラメータに基づいて色変
換し、上記第２の駆動モード時に上記カラー撮像素子にて得られた色データを上記第２の
色変換パラメータに基づいて色変換することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　その後、これら読み出したデータから、マイコン２１０は、静止画撮影用のホワイトバ
ランスゲインＷＢｓ及びカラーマトリクスＣＭＸｓを上述したようにして算出する（ステ
ップＳ６）。更に、マイコン２１０は、マトリクス演算、
　　　ＣＭＸｌ＝ＣＭＸｌ２ｓ×ＣＭＸｓ
を行ってライブビュー表示用のカラーマトリクスＣＭＸｌを算出する（ステップＳ７）。
その後に、以上のようにして得られた、静止画撮影用のホワイトバランスゲインＷＢｓ、
静止画撮影用のカラーマトリクスＣＭＸｓ、ライブビュー表示用のカラーマトリクスＣＭ
ＸｌをＤＲＡＭ２０３に書き込む（ステップＳ８）。そして、図６のフローチャートに示
す処理を終了する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　一方、ステップＳ１２の判定において、静止画撮影用の画像データであると判定した場
合、ステップＳ１２をステップＳ１９に分岐して、図示しないＯＢ減算回路により、画像
データからＯＢ分を減算することにより、取得した画像データの黒レベルを０に合わせる
（ステップＳ１９）。次に、画像データを同時化回路２０４ａに出力し、同時化回路２０
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４ａにおいて同時化処理を行う（ステップＳ２０）。続いて、マイコン２１０は、図６の
ステップＳ８においてＤＲＡＭ２０３に記憶させておいた静止画撮影用のホワイトバラン
スゲインＷＢｓを読み出して、ＷＢ補正回路２０４ｂに出力する。ＷＢ補正回路２０４ｂ
は、マイコン２１０から通知された静止画撮影用のホワイトバランスゲインＷＢｓを画像
データに乗じることによってホワイトバランス補正を行う（ステップＳ２１）。続いてマ
イコン２１０は、図６のステップＳ８においてＤＲＡＭ２０３に記憶させておいた静止画
撮影用のカラーマトリクスＣＭＸｓを読み出して、色変換回路２０４ｃに出力する。色変
換回路２０４ｃは、マイコン２１０から通知された静止画撮影用のカラーマトリクスＣＭ
Ｘｓを画像データに乗じることによって色変換を行う（ステップＳ２２）。ガンマ変換回
路２０４ｄは、色変換回路２０４ｃの出力に対してガンマ変換を施し（ステップＳ２３）
、演算後の画像データ（Ｒｓ',Ｇｓ',Ｂｓ'）をＤＲＡＭ２０３に記憶させる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　以上のような画像処理がなされた後、圧縮/伸長回路２０７は、ＤＲＡＭ２０３から画
像データ（Ｒｓ',Ｇｓ',Ｂｓ'）を読み出して圧縮処理を行い、この圧縮画像データを記
録媒体２０９に記録する（ステップＳ２４）。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　一方、ステップＳ５２の判定において、静止画撮影用の画像データであると判定した場
合、ステップＳ５２をステップＳ５９に分岐して、図示しないＯＢ減算回路によりＯＢ減
算処理を行い、画像データの黒レベルを０に合わせる（ステップＳ５９）。次に、画像デ
ータを同時化回路２０４ａに出力し、同時化回路２０４ａにおいて同時化処理を行う（ス
テップＳ６０）。続いて、マイコン２１０は、図１０のステップＳ４１においてＤＲＡＭ
２０３に記憶させておいた静止画撮影用のホワイトバランスゲインＷＢｓを読み出して、
ＷＢ補正回路２０４ｂに出力する。ＷＢ補正回路２０４ｂは、マイコン２１０から通知さ
れた静止画撮影用のホワイトバランスゲインＷＢｓを画像データに乗じることによってホ
ワイトバランス補正を行う（ステップＳ６１）。続いてマイコン２１０は、図１０のステ
ップＳ４１においてＤＲＡＭ２０３に記憶させておいた静止画撮影用のルックアップテー
ブルＬＵＴｓを読み出して、色変換回路２０４ｃに出力する。色変換回路２０４ｃは、マ
イコン２１０から通知された静止画撮影用のルックアップテーブルＬＵＴｓによって色変
換を行う（ステップＳ６２）。ガンマ変換回路２０４ｄは、色変換回路２０４ｃの出力に
対してガンマ変換を施し（ステップＳ６３）、演算後の画像データ（Ｒｓ',Ｇｓ',Ｂｓ'
）をＤＲＡＭ２０３に記憶させる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　以上のような画像処理がなされた後、圧縮/伸長回路２０７は、ＤＲＡＭ２０３から画
像データ（Ｒｓ',Ｇｓ',Ｂｓ'）を読み出して圧縮処理を行い、この圧縮画像データを記
録媒体２０９に記録する（ステップＳ６４）。
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【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正１４】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】
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